
日本地域福祉施設協議会 
 

第２４回全国地域福祉施設研修会 
 

開 催 要 項 

 
 

 

 社会的貧困、孤立、そして虐待が子どもから高齢者世代にわたる大きな問題となっているような 

現代社会。地域で生まれるこうした課題に地域ぐるみで取り組むことが求められています。 

かつて、多くの大学で学生セツルメントが活躍しました。その火は一時の勢いはなくなったもの 

の、実は今も消えずに継承されており、そこでの経験がセツルメント施設に引き継がれてもいます。 

多様化するニーズに先駆的に応えようとするセツルメント施設ですが、一方で深刻な人財不足に 

悩まされ、日々の業務推進にも大きな影響を及ぼしています。 

今回は、セツルメントというキーワードを学生と地域福祉施設関係者が一緒に考えあうことで、 

現代の課題解決への道筋にひとすじの光明を見いだせないかという思いで、地域福祉施設研修会を 

開催することとしました。ボランタリズム、エンパワメントといったセツルメントの重要な視点を 

学べたらと願います。 

ふるってのご参加を心よりお待ち申し上げます。 

 

 

テーマ 

 

 学生セツルメントと再会しよう  

～文化と教育を接点として～  
 
 

■開催日程    ２０２０年２月１５日（土）午後１時～ 
１６日（日）午後１時 

 

■会   場   日本福祉大学東海キャンパス 

        〒477-0031愛知県東海市大田町川南新田229  
 
        
■主  催  日本地域福祉施設協議会・東海地区地域福祉推進協会 
        

 
■後  援  厚生労働省／文部科学省／愛知県／名古屋市／東海市／全国社会福祉協議

会／愛知県社会福祉協議会／名古屋市社会福祉協議会／東海市社会福祉協
議会／日本福祉大学／日本福祉大学同窓会／コープあいち／愛恵福祉支援
財団（予定）           

  

 
■参 加 者    地域福祉施設（隣保館・児童館・学童クラブ・子どもの家・保育園・障害児・

者通園・通所事業所・その他の児童福祉・障害者施設・デイサービスセンタ
ー・在宅支援センター・母子支援センター・高齢者施設等）役職者・職員、
福祉ＮＰＯ関係者、国際交流関係者、社会福祉協議会関係者、行政関係者、
学校関係者、福祉等ボランティア、研究者、福祉に関心をもつ住民ほか 

 

 

■参 加 費   一人６，０００円【２日間参加】（１日のみ参加３，０００円） 
 

住民ボランティア５００円／学生無料 

https://www.bing.com/local?lid=YN5286x15067380870439183912&id=YN5286x15067380870439183912&q=%e6%97%a5%e6%9c%ac%e7%a6%8f%e7%a5%89%e5%a4%a7%e5%ad%a6+%e6%9d%b1%e6%b5%b7%e3%82%ad%e3%83%a3%e3%83%b3%e3%83%91%e3%82%b9&name=%e6%97%a5%e6%9c%ac%e7%a6%8f%e7%a5%89%e5%a4%a7%e5%ad%a6+%e6%9d%b1%e6%b5%b7%e3%82%ad%e3%83%a3%e3%83%b3%e3%83%91%e3%82%b9&cp=35.0215263366699%7e136.889358520508&ppois=35.0215263366699_136.889358520508_%e6%97%a5%e6%9c%ac%e7%a6%8f%e7%a5%89%e5%a4%a7%e5%ad%a6+%e6%9d%b1%e6%b5%b7%e3%82%ad%e3%83%a3%e3%83%b3%e3%83%91%e3%82%b9&FORM=SNAPST


■  プ  ロ  グ  ラ  ム  ■ 

 

１ 日 目   ２月１５日（土）  
 

      12時～13時      受   付  
 

      13時～13時20分    開 会 式 

主催者あいさつ：岸川 洋治氏（日本地域福祉施設協議会 会長）  
長縄 良樹氏（東海地区地域福祉推進協会 会長）  

開催地代表挨拶：児玉 善郎氏（日本福祉大学 学長） 
      13時20分～14時50分  基調講演 
        テーマ；学生セツルメントと地域福祉施設との再会 

        講 師；大友 信勝氏（聖隷クリストファー大学大学院教授） 

       
15時～18時 分 科 会 

      18時30分～20時30分  情報交換会(１階学生食堂) 
 

   

２ 日 目   ２月１６日（日）  
 

       9時～10時   特別講演 
        テーマ；地域共生社会の創出－文化と教育を接点として－ 
        講 師；原田 正樹氏(日本福祉大学副学長) 

 

  10時～11時50分 シンポジウム 
テーマ；学生セツルメントと再会しよう 
シンポジスト；岡本 周佳氏（日本福祉大学大学院博士後期課程) 

遠矢 充宏氏（社会福祉法人賛育会病院経営改革室室長) 

        辻野 晃弘氏（社会福祉法人育徳園主任保育士) 
        山本 祥真氏（日本福祉大学学生／弥次衛セツルメント） 
 コメンテーター；柴田 謙治氏（金城学院大学教授) 

       コーディネーター；末永 和也氏（日本福祉大学助教 
東海地区地域福祉推進協会役員 

第24回全国地域福祉施設研修会実行委員長) 
       

11時50分～12時15分 メッセージ 
                      阿部 志郎氏（横須賀基督教社会館会長 

日本地域福祉施設協議会名誉会長) 
12時15分～12時45分 まとめ    

   岸川 洋治氏（横須賀基督教社会館館長 
                           日本地域福祉施設協議会会長） 

12時 45分～13時  閉会式・諸連絡 

 

基調講演・特別講演 講師紹介 

大友 信勝氏（おおとも のぶかつ） 

  日本福祉大学卒業後、福祉現場経験を経て、日本福祉大学、東洋大学、龍谷大学、中部学院大学で

の教鞭を経て、現在は聖隷クリストファー大学大学院教授。(社会福祉学博士) 日本社会福祉学会名誉

会員、他、多数の学会に所属、「社会福祉研究のこころざし」他著書多数、社会福祉支援論、人権と正

義、自立支援とエンパワメント、生存権と最低生活保障などを専門分野とする。 

原田 正樹氏（はらだ まさき） 

 日本福祉大学大学院社会福祉学研究科博士号取得、2011 年４月より日本福祉大学学長補佐を経て、

2019 年４月より副学長 「ボランティア・市民活動実践論」など著書多数、日本地域福祉学会、日本

福祉教育・ボランティア学習学会会長 専門分野；社会福祉学、地域福祉、福祉教育など 



分 科 会 の ご 案 内 
   

特 別 分 科 会  地 域 福 祉 と セ ツ ル メ ン ト （ 保 育 ）  
  趣  旨 ； 保 育 研 究 の 第 一 人 者 で あ り 学 生 セ ツ ル メ ン ト 経 験 者 の 宍 戸 健 夫 氏 の

講 演 を 受 け 、保 育 現 場 に お け る 地 域 福 祉 と セ ツ ル メ ン ト を 深 め ま す 。 
  講  師 ； 宍 戸  健 夫 氏 （ 愛 知 県 立 大 学 名 誉 教 授 ）  
  発 題 者 ； 楠   勇  氏 （ 望 の 門 保 育 園 保 育 士 ）      

林   華 代 氏 （ 子 育 て 支 援 拠 点 な の は な 保 育 士 ）  
コ ー デ ィ ネ ー タ ー ； 西 野  伸 一 氏 （ 大 国 保 育 園 園 長 ）  

 
第 一 分 科 会  地 域 福 祉 と 経 営 （ 人 財 確 保 ・ 育 成 ）  
  趣  旨 ; 深 刻 な 人 財 不 足 に あ る 福 祉 に お い て 、 如 何 に し て 良 き 人 財 確 保 を す

す め 、 育 成 を 図 る の か 。 全 て の 福 祉 事 業 所 の 共 通 課 題 に 迫 り ま す 。  
講 師 兼 コ ー デ ィ ネ ー タ ー ；  

岩 田   純 氏 （ 日 本 福 祉 大 学 福 祉 経 営 学 部 助 教 ）  
発 題 者 ： 上 野  貢 一 氏 （ 社 会 福 祉 法 人 十 字 の 園 監 事 ）   
発 題 者 ： 渡 邊  裕 文 氏 （ グ ル ー プ ホ ー ム あ み 事 務 長 ）   

 
第 二 分 科 会  地 域 福 祉 と 子 ど も の 暮 ら し  
  趣  旨 ; 住 ま う 場 所 は ど こ で あ ろ う と 子 ど も が 地 域 で し あ わ せ に 暮 ら す た  
      め に 、今 を 生 き る 子 ど も の 暮 ら し 、そ の 問 題 点 や 課 題 を み つ め ま す 。  

講 師 兼 コ ー デ ィ ネ ー タ ー ；  
片 岡  志 保 氏 （ 日 本 福 祉 大 学 福 祉 経 営 学 部 助 教 ）  

発 題 者 ； 冨 田  正 美 氏 （ ハ ー レ ー サ ン タ CLUB名 古 屋 代 表 ）  
小 尾  康 友 氏 （ 児 童 養 護 施 設 ゆ う り ん 施 設 長 ）  
伊 佐 治 尚 美 氏 （ 社 会 福 祉 法 人 名 北 福 祉 会 や だ 保 育 園 園 長 ）  
松 尾  拓 麻 氏 （ 山 里 学 童 ク ラ ブ 職 員 ）  

 
第 三 分 科 会  地 域 福 祉 と 社 会 貢 献  
   趣  旨 ; 「 地 域 に お け る 公 益 的 な 取 組 」 の 事 例 を 通 し 、 自 ら の 施 設 と し て 、

一 人 の 職 員 と し て ど う 地 域 社 会 に 貢 献 で き る か を 考 え ま す 。  
   講 師 兼 コ ー デ ィ ネ ー タ ー ；  

大 林 由 美 子 氏 （ 日 本 福 祉 大 学 福 祉 経 営 学 部 助 教 ）  
発 題 者 ； 山 本  宗 孝 氏 （ 一 宮 市 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー ア ウ ン  

主 任 ケ ア マ ネ ー ジ ャ ー ）  
伴  良 太 郎 氏 （ 社 会 福 祉 法 人 来 光 会 介 護 老 人 施 設 い わ と 施 設 長 ）  
井 上  愛 菜 氏 （ 名 古 屋 市 社 会 福 祉 協 議 会 地 域 福 祉 推 進 部 主 事 ）  

 
第 四 分 科 会  地 域 福 祉 と 障 が い 児 ・ 者  
  趣  旨 ； 障 害 者 総 合 支 援 法 の 理 念 と は 真 逆 な こ と の 多 い 現 実 社 会 。 そ の 現 状

に 真 向 か い 、 優 生 思 想 に 対 峙 す る よ う な 日 々 の 実 践 を 問 い 直 し ま す 。 
  講  師 ； 鍛 治  智 子 氏 （ 金 城 学 院 大 学 人 間 科 学 部 講 師 ）  

発 題 者 ； 伊 藤  洋 子 氏 （ 障 害 児 相 談 支 援 事 業 所 あ さ が お 相 談 支 援 専 門 員 ）  
土 方  雅 幸 氏 （ 生 活 サ ポ ー ト セ ン タ ー ベ ル 施 設 長 ）  

  コ ー デ ィ ネ ー タ ー ； 伊 藤  輝 人 氏 (東 部 地 域 療 育 セ ン タ ー ぽ け っ と 事 務 長 ) 
 
第 五 分 科 会  地 域 福 祉 と 防 災  

趣  旨 ; 自 然 災 害 が 続 く 今 の 日 本 。 今 や 、 防 災 を 抜 き に し て 福 祉 は 語 れ な い  
状 況 と な っ て い ま す 。 防 災 の 地 域 福 祉 的 課 題 を 考 え あ い ま す 。  

講 師 兼 コ ー デ ィ ネ ー タ ー ；  
松 木  孝 文 氏 （ 大 同 大 学 情 報 学 部 准 教 授 ）  

発 題 者 ； 松 下  繁 行 氏 （ 南 医 療 生 活 協 同 組 合 副 理 事 長 ）  
小 林  圭 悟 氏 （ 千 代 田 せ い が 保 育 園 副 主 任 ）  
日 本 福 祉 大 学 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 学 生  



■オプショナルツアー 
  ２日目の２月１６日(日)午後に ともに60年前の伊勢湾台風被災者支援活動が元にな
って創設され、地域共同の事業展開をしている南医療生協病院と名古屋キリスト教社会館
の見学ツアーを行います。定員50名(定員になり次第締め切り) 参加費2,000円 

 

■参加費  研修会参加費 一般          ６，０００円（全日程参加） 

                         ３，０００円（１日のみの参加） 
             住民ボランティア      ５００円 
             学生          無   料 

      情報交換会参加費           ５，０００円 
 
■宿泊のご案内 
   以下の３ホテルを一定数確保してあります。すべてシングル部屋です。部屋数に限りがあるた
め先着順となります。お早目にお申込み下さい。ご希望のホテルが満室の場合、他のホテルをご
案内させていただくことがあります。予めご了承下さい。 

  ① ＡＢホテル東海太田川（太田川駅より徒歩2分、平面駐車場62台分あり無料・先着順） 
シングルルーム 12,000円（朝食付き・税サービス料込）https://www.ab-hotel.jp/otagawa/ 

  ② 名鉄イン名古屋金山（名古屋・金山駅北口より徒歩4分、駐車場なし） 
シングルルーム 9,300円（朝食無料ｻｰﾋﾞｽ、税サ込）https://www.m-inn.com/kanayama/ 

  ③ 名古屋金山ホテル（名古屋・金山駅北口より徒歩2分、駐車場40台￥1,200） 
シングルルーム 10,600円（朝食付き・税サ込）https://kanayama-hotel.jp/ 

                  
■締め切り ２０２０年１月２４日（金）まで 
       定員(200名)になり次第締め切りとさせて頂きますので、お早めにお申し込み下さい。 

 
■申込みについて 

 申込みは、所定の申込用紙にてお申込み下さい。参加費等は、請求書到着後、指定の口座に期
日までに振込でお願いいたします。 

  
■お問い合わせ 

  研修内容、参加申し込みに関する事項；  

   名古屋キリスト教社会館 
電  話  ０５２ー６１２ー３３７０又は、０９０－７３０１－１９６０ 
ＦＡＸ  ０５２ー６１１ー９０８５ 
メール tanikawa@shakaikan.com    谷川  

 ホテルの予約に関する事項； 
  シニア旅行カウンセラーズ名古屋「オフィス・ポチ」 冨岡 
     電 話 ０９０－３８７９－３４０７ ＦＡＸ ０５２-８８３－１１７０ 
     メール 103oka.pochi@gmail.com 

 

 

■会 場 案 内 

 
 ◆日本福祉大学東海キャンパスへの 

アクセス 

   JR，近鉄、名鉄名古屋駅より、名鉄常 

滑線にて、太田川駅(名古屋駅より特急で 

17 分３つ目駅)下車、徒歩３分 

 

    名古屋高速４号東海線「東海・新宝」 

インター下車 10 分 

 キャンパス内は、駐車できません。近く 

のコインパーキングをご利用ください。 

https://www.ab-hotel.jp/otagawa/
https://www.m-inn.com/kanayama/
https://kanayama-hotel.jp/
mailto:tanikawa@shakaikan.com
mailto:103oka.pochi@gmail.com

